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4．総合討論

参加者Ｙ：大塚先生に伺いたいんですが，村によりケームとかフイッシュとか主に追いかける対象に随分

違いがあるようですが，獲物の種類に対応して男女の分業の様相なんかはどういうふうに違うんでしょう

か。

大塚：ハンティングを行なうのはまちがいなく全部男です。フィッシングについても伝統的な方法は大体

男が従事しているのですが，最近ではネットがはいってきたりして，女:の人もやり始めています。焼畑耕

作については，小石先生あるいは中野さんのお話しとほとんど同じです。ギテラ族はフェンスをあまりつく

りませんが，男の仕事とは，最初に焼畑にする土地の木を切り倒すことを除けば，フェンスをつくるくら

いです。サゴヤシの利用では，先程スライド（写真９）でご説明したように，男はサゴヤシの幹を切り倒

すだけで，時間のかかる髄叩きと水とこれて洗い出すことは女の仕事です。

ただし，労働時間をどう計るかというとまた別な話です。徹底的に追跡調査しますと，私が存在するこ

とによるディスターバンスが強すぎますし，村落の出入りの時刻を記録する方法ですと，分業や協業の正

確なことはわからないことになります。話がややそれましたが，ギデラ族の分業は生計活動によってかな

り異なるものの，簡単に言えば負荷の強い作業を男が受け持ち，長時間かかる作業を女が受け持つことに

なります。

司会：他に何か御質問はございませんか。

参加者Ｋ：年に一度豚を食うということですが，その場合のエネルギーとなるようなものとか，その時の

神事とか何かお祭りのようなものはあるんでしょうか。

小石：私たちが参りましたのは８月でしたけれども，７月，８月がお祭りの季節なんだということです

が，神事らしいものはございません。で，何か知りませんけれども，遠い村から，先ほどのこの遠攻近

交，いや反対ですか，遠いところの親しい村の人たちが伝統的な衣装を着て，つまり，裸で，色々かざり

たて，それで参りまして村の中でシンシンと称して踊るんです。そして永い時間踊って，おみやげを，普

通のブタの肉ですが，置いていくのです。そうすると今度はまたこっちからも隊を作りまして，その村へ

同じように豚を持って踊りに行くというふうなことで。酒も飲まずによくあんなに踊れるなあと感心しま

す。まあそれは私らの感覚でしょうけれども，一晩ずっとやっています。で，神事らしいことは何もありま

せん。ただそれと違ってこの豚を殺すお祭りと関係なしに，雨乞いのお祈りとか，それから豚が死んだと

いうんでピッグドクターというのがありまして，何やらあやしげなおまじないのようなことをするんです。

そういうふうなことは行われますけれども，７月～８月のお祭りの季節というのは，要するに豚を殺す季

節ということなんでしょう。７月，８月は雨季が終って食物の収穫が比較的多い時のようです。気分的に

余裕があるので，この頃にお祭りが行われるんでしょう。

参加者Ｋ：それは宗教的というよりは，リクリエーション的な意味の方が強いという､ことでしようか。

小石：そのような印象を受けたのですが，私らはやっぱり外来者ですし，２か月ぐらいそこに住んでいた

だけではなかなか分りません。それからもう一つおもしろかったのは，何か，人にけがをさせたか，人を

殺したか何かよくわからないんですけれども，監獄へ行っていた人が帰って来たらですね，出所祝いとい

うことで豚を殺して盛大にお祝をするんですね。村の旧来の風習からはむしろ立派な事をした筈が，政府

では罪だという。何かわからないですけれど，とにかくおつとめにゆき，これが無事にすんだので，お祝

いをするということでしょうか。

参加者Ｋ：普段の食事のスタイルからいって，栄養的に年１回それをやるというふうな感覚はないんです

か。
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小石：おそらく，栄養的な感覚はないと思います。で，結果的にですね，年に一度食べるとそれが食いだ

めがきくんじゃないかと思われます。それで，１年かかってだんだん減らしていって，また食いだめをす

るというふうですね。身体がそういうふうにできているらしい。そんな印象を受けているんです。

中野：私自身はニューギニアへ行ったことはありません。私が調査したのは北タイですけど，北タイの場

合ですと，ニューギニアと同じように，特に高地ですけれども，豚をやはり大事に飼ってます。豚のえさ

としては，トウモロコシを焼畑のマイナーのクロップとして少しずつ拠ぜて柚えることはしますが，それ

が主に豚のえさに使われるけれども，しかし，豚のえさとしてやはり重要なのはお米なんですね。豚のえ

さの半壁ぐらいはお米です。その豚を飼うということの意味は，いろいろ意味が考えられるわけで，彼ら

としては豚を保持していることは，イデオロギー的に，宗教もからんでいるわけですけども，そういうよ

うな理由で飼ってるとは思いますけれども，彼らの住んでいる環境から見ればですね，作物ができすぎた

時に，搬出して売るということはかなりコストがかかることで，あまりひきあわないことですね。それよ

りもその’宗教的にも要求されてる豚を飼うということにまわしていくことで，私としては，あの’豚を

飼うことは貯蓄のね，一種の形態だというふうに解釈してるんですけれども。小石先生の場合はいかがで

しょうか。

小石：確かに貯蓄の１つの形態という形も考えられると思います。しかし，それ以上に宗教的といいます

か，異常なかわいがり方をしております。近頃自動車が増えていますが，谷間なんかを行きますと，豚と

いうのは鈍感でして，自動車が行っても逃げてくれないんですね。もし子豚１頭でもひき殺しますと，ひと

つ間違うとこちらが殺されるというほど貴重品で，近頃ですと何万キナといいましたか，解決するのにずい

ぶん高いお金がかかるということもあるようです。人を殺すのとあんまり変わらないぐらいの費用がかかる

ということを聞いておりますし，だからただの貯蓄でもない。しかし，年に一度お祭りの時にはあっさ'）

殺しますしね。で，どうなってるのか，もう少し観察しないと分らないんじゃないかと思っております。

参加者Ｒ：あの’小石先生と大塚先生にお伺いしたいんですけど。まず小石先生に伺いたいことは，要す

るに高地の方での消費カロリー価が少ない，それで，おやりになった所は高地なんですけれども，低地の

場合はこれと同じようなことが考えられるかということ。それからあの’ストックするという，そういう

習慣は全くないのかということ。

小石：まず私からお答えさせていただきます。高地では，大体消費エネルギーが2800キロカロリーぐらい

で，摂取エネルギーもほぼ同じであるとみています。エネルギーのバランスがとれてるわけで､すね。だか

ら，じゃ低地はどうかと言うことにな')ますが，低地になりますと，先ほどからのお話しにもありますよう

に，フィッシングもありますし，それからやっぱりいろんな動物がですね，大きな烏がおったりというふ

うなことがあります。しかし，私たちが見た所では，高地でも確かにハンティングで烏を取りに行くんで

す。しかし向こうで取れる烏というのは非常に小さい鳥でしてね，これは家に持って帰って食料としてと

いうんじやなしにその場で，取りに行った者がバーツと焼いて，食べてしまうわけです。昆虫も確かに食

べます。子供がトンボをつかまえておもちゃにしているんで，どうするんかと聞きますと，「食べるんだ」

と目の前で焼きも何もしないでクシャクシャと食べてしまうんですね。で，そんなものも食べますけれど

も，これは食料.の足しというほどの量では決してない。動物はものすごく少ないんです。そんな状態で食

事の組成が海岸と山の中で全く違いますから，低地で何が行なわれているのかというのは全然見当がつき

ません。それから食糧の保存ですけれども，先ほどお目にかけましたように畑に置いておいたら，ちゃん

とそれでいつでもあるわけですからね，取って来てどうこうするという意識は全然ありません。で，酒を

作る文化もありませんので，酒をつくる発酵の為の，醸造の為の壷とか何とかもいっさい土器も何もない

というふうな所で，ほんとうに何もありません。だから貯蔵は何もいたしません。

参加者Ｒ：それでは大塚先生にお伺いいたします。伝統的なものとですね，あるいは，あるものでもいい
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ですけど，今まで古くからあるものと新しく導入されたものに対してのかなりクリアカットな，そういう
使い分けというのは見られますか。

大塚：ものと言うのは，いわゆる道具ということですか。

参加者Ｒ：道具です。狩猟なんかの場合に伝統的な弓のようなものと，いわゆる近代的な用具の使われか
たなんか……。

大塚：道具も定義によって，たとえば，着るものも道具と言えなくもありませんが，一般に道具と認めら

れているものですと，ナイフとか斧とかIま，きれいに変わっています。石器は現在も見られますが，持っ

ているだけでほとんど使いません。現在ではナッツを割る時に使うくらいです。斧が石から金属に変わる

とかなり効率が違うと思います。ただし，パプア・ニューギニアの北側のセピック流域で調査した研究者

によると，たとえばサゴヤシを倒すのに石の斧を用いてもそう変わらないという指摘もあります。ギデラ

族を見ていますと，道具の種類が少なく，食物の獲得や生産に直接関係するのは，斧とナイフぐらいです。

食具については，小石先生のお話しにも出てきましたように，拙の類がダルー経由で入っています。現在
では料理全体の20％くらいは煮ているのではないかと思います。

医療についてもいろいろおもしろいことがあります。たとえば，私たちがいれば，薬が欲しいと頻繁に

来ます。外傷でしたら赤チンが効果があります。ただし，腹痛等で来た場合に何か薬を与えても効かない

こともあります。一週間くらい服用しても効果がないと思うと，マジシャンのところへ行くのです。です

から，私たちの薬を試しているみたいな感じです。マジシャンの行為は，近代科学的にみれば効きめがな

いと思えますが，一応彼らは納得するようです。また，伝統的な薬でかなりポピュラーなのは，ショウガ

(〃噌必gγがc加aJg)，ショウブ（ACO“ｃａｊｔｚ加zfs)，マソイ（Ｃ”ｍａｚ７如沈assQy）の３種類です。薬草

の名前だけ聞くと，５０も60も出てきますが，この３種類以外はほとんど使用されておらず，少なくとも私

たちの持っている薬の方が信頼されているようです。

参加者Ｆ(女性）：小石先生が先ほどお話になりました葉菜類の食べ方について，少し説明いただけますか。

小石：たとえばショウガみたいなものですね，これは勿論生でかじっています。あれは食料というよりも

薬として食べてますね。で，それでしばらくすると酔うというんです。ものすごくまずい，からい。菜つ

ば類は私が見ましたところでは，この頃は水煮にするのですね。そういうふうな食べ方が多いようです。

それから，ムームー料理，石蒸し料理ですね，あれに入れます。ところがあれでやられますとね，もう我

に々は食べられないんです。あれは土をかぶせるでしよ，で，上から水を入れるでしょう，中は泥だらけな

んです。土のにおいがしましてね。塩も何もつけないで。それがおいしいというんですけども。やっぱり

生まれた時から，その味になれていますと，これがおいしいと脳に印刷されたその印象が残るんでしょう
ね。

参加者Ｓ：え一とあの’小石先生にお伺いしたいんですけども，あのゴロカに市場がありますね，ああい

うところへまあ，あの’各山の村から物を持って来て売るとかいう行為がありますね。たとえばそのナイ

フを買うとか，服を買うとか，でまあ，他では自給自足してるわけですけども，そういう物を買う時のお

金ですね，お金のかせぎ方，それはどういうふうに普及してるのか。彼らの考え方の中にどれくらいまで

浸透してるのかうかがいたいのですが。

小石：貨幣経済は実際上は1975年頃から，山の中へは国として独立した頃から入って来たんではないかと

思っています。オーストラリアがゴロカ周辺ではコーヒーの栽培を非常に勧めてるわけです。コーヒーは

土地の人たちにはたしなむ習慣はありません。ただ換金物として勧めています。ゴロカコーヒーといいま

すのは日本には輸入されていませんけれども，とてもおいしいコーヒーです。それでコーヒーの収樫期にな

りますと，コーヒー豆を10キロとか20キロとか適当に袋に入れまして，先ほどメインストリートと申しま

したひどい山道を女と子供がかついで上がるんです。男はついて上がってですね，仲買い人と交渉して金
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は男が受取る。男には非常にうまくできてるんです。ところが，使い道がないわけです。だから，ぱくち

をするということになります。そうですね，貯金してる人もあるんですよ。ところがせいぜい50キナも貯

金していたら大金持なんです。５０キナといいますと，１キナが350円ぐらいですから17,000円ほどですかね。

これは大変な金持です。私，小学校に，村全体に世話になってるからというんで，本を寄付したり，バレ

ーボールなんかを寄付したり，そのためのお金を小学校に置いてくるんですけども，それを村長が50キナ

くすねたんです。ところがそれが村のみんなにも露見して，返せと言われてもその50キナほどが返せない

んです。村長がですよ。そんな状態で，お金は少しはありますけれども現実にはあんまり人は使ってない，

山の中では。ただ勤勉な人はですね，やっぱり貯めて，さて何を買うかといいますと，ラジオ買うたり。

山の中ですからね，大きなラジオでなければ聞こえません。それもバッテリーが必要です。とても維持費

が高くつくのに，そんなものを買ってみたり，というようなことはしていますけれども。実際上は非常に

流通は少ないです。

司会：せっかくお集Ｉ)いただきました機会に，先生方の方から何かこの際聞いておきたいというようなこ

とはございませんで､しようか。

小石：それなら大塚先生に伺いましょう。先生が調査されたところでは，マラリアはどうでしたか。

大塚：ダルーの病院のカルテを見たことがあります。カバーしている地理的な範囲がはっきりしないので

羅患率のようなことはわかりませんが，西州全体としてマラリアが大きな問題であることはまちがいあり

ません。少なくとも，若年層の死亡に強く関係しているのはまちがいないと思います。実際に調査地で，

マラリアに擢患していると思われるのは大体光くらいといったところです。

小石：私の方は町へ働きに行って，で，また職にあぶれて山へ帰ってきたというふうな人の中にマラリア

を持ってる人がまれにおります。しかし，蚊そのものはいない。ノミとハエはたくさんいますけれども，

蚊は全然いませんので，山へ帰ってしまったらもうマラリアの心配は全然ないんです。

司会：それではもう，ぼつぼつ時間のようですから，最後にセンター長の方から一言お願いいたします。


